








 

とし、３６０点（６０％）を必要最低点数と定め、この点数に満たない者は候

補者に選定されないこととしました。 

 

３ 選定結果 

 （１）選定結果（選定順） 

 ア 宝塚市立スポーツセンター及び宝塚市立末広体育館 

公益財団法人宝塚市スポーツ振興公社の総評価点が６００点満点中４６２

点（７７．０％）で、必要最低点数３６０点（６０％）を上回っていました。 

これら各委員の審査結果に基づいて委員会で審議を行った結果、以下の申請

者を宝塚市立スポーツセンター及び宝塚市立末広体育館の指定管理者として

選定することが適当であると決定しました。 

 

住 所   宝塚市小浜１丁目１番１１ 

名 称   公益財団法人宝塚市スポーツ振興公社 

代表者   理事長 田名網 陽 子 

 

イ 宝塚市立花屋敷グラウンド 

委員ごとの評価点合計において１位の判定をした委員の数については、国際

ライフパートナー株式会社が５人中４人でした。 

また、国際ライフパートナー株式会社の総評価点は６００点満点中４７８点

（７９．７％）で、必要最低点数３６０点（６０％）を上回っていました。 

これら各委員の審査結果に基づいて委員会で審議を行った結果、以下の申請

者を宝塚市立花屋敷グラウンドの指定管理者の候補者として選定することが

適当であると決定しました。 

 

住 所  神戸市中央区海岸通６番地 

名 称  国際ライフパートナー株式会社 

代表者  代表取締役  荒 谷 明 彦 

 

ウ 宝塚市立売布北グラウンド 

委員ごとの評価点合計において１位の判定をした委員の数については、公益

財団法人宝塚市スポーツ振興公社は４人中４人でした。 

また、公益財団法人宝塚市スポーツ振興公社の総評価点は４８０点満点中３６

３点（７５．６％）で、必要最低点数２８８点（６０％）を上回っていました。 

これら各委員の審査結果に基づいて委員会で審議を行った結果、以下の申請



 

者を宝塚市立売布北グラウンドの指定管理者の候補者として選定することが

適当であると決定しました。 

 

住 所   宝塚市小浜１丁目１番１１ 

名 称   公益財団法人宝塚市スポーツ振興公社 

代表者   理事長 田名網 陽 子 

 

 エ 宝塚市立高司グラウンド 

委員ごとの評価点合計において１位の判定をした委員の数については、公益

財団法人宝塚市スポーツ振興公社が４人中４人でした。 

また、公益財団法人宝塚市スポーツ振興公社の総評価点は４８０点満点中３

５６点（７４．２％）で、必要最低点数２８８点（６０％）を上回っていまし

た。 

これら各委員の審査結果に基づいて委員会で審議を行った結果、以下の申請

者を宝塚市立高司グラウンドの指定管理者の候補者として選定することが適

当であると決定しました。 

 

住 所   宝塚市小浜１丁目１番１１ 

名 称   公益財団法人宝塚市スポーツ振興公社 

代表者   理事長 田名網 陽 子 

 

（２）選定理由 

ア 宝塚市立スポーツセンター及び宝塚市立末広体育館 

 （公益財団法人宝塚市スポーツ振興公社） 

（ア）市のスポーツ振興の基幹施設として、当施設３６年の管理実績を基に安

心・安全な施設管理を引き続き行える団体として評価する。 

（イ）公益財団法人として、利用料収入等の剰余金を内部留保せずに広く市民が

スポーツの機会をもってもらうための事業を実施し、さらに施設の保全維持

管理に取り組んでいる。 

（ウ）災害時における活動支援の拠点施設として、緊急時の危機管理体制が確立

しており、又阪神淡路大震災の災害対応を経験した職員も在職し、災害対応

のノウハウが活用できる。 

 （エ）１００以上の自主事業教室の開催については、利用者アンケートを確認す

ることや、他市スポーツ施設の情報を収集して、現在の宝塚市の高齢者層・

親子層・子供層のニーズに合う教室を開催している。 



 

 

イ 宝塚市立高司グラウンド 及び ウ 宝塚市立売布北グラウンド 

 （公益財団法人宝塚市スポーツ振興公社） 

（ア）候補者は、過去に両施設の指定管理者としての実績があり、かつ長年に

わたり、市内の社会体育施設の運営や経営を担ってきた実績で培った、能

力・技術・経験を有している。 

（イ）候補者は、宝塚市のスポーツ振興の基幹施設である、宝塚市立スポーツ

センター及び宝塚市立末広体育館の指定管理者候補者であることを生かし、

より多くの市民と利用者の、意見やニーズを反映した管理運営が期待でき

る。 

（ウ）前回、指定管理者に選定されなかったことを教訓として、現在の指定管

理者の事業を継続しつつ、市民還元事業として他者とは異なる事業提案に

工夫がみられた。 

（エ）市内スポーツ団体との長年の関係性を活かした当該施設の運営により、 

スポーツ人材育成と人材交流につながることが期待できる。 

 

エ 宝塚市立花屋敷グラウンド 

（国際ライフパートナー株式会社） 

（ア）利用者の声を聞いて、指定管理者として新たにテニスコートに夜間照明

を設置する考えが有り、施設の更なるサービス向上、利用率アップが期待

できる。 

 （イ）引き続き、近隣住民や関連団体との良好な関係が期待できる。 

（ウ）他の指定管理施設との連携を行い、新たな利用者獲得が期待できる。 

 

４ 選定に当たって 

 当該団体等を指定管理者の候補者として選定するに当たり、本委員会としては特に

以下の点について十分な理解と配慮を求め、提案内容を誠実かつ確実に履行するよう

努められることを望みます。 

（１）公益財団法人宝塚市スポーツ振興公社（宝塚市立スポーツセンター及び末広体育館） 

ア スポーツ施設の指定管理者として、これからのスポーツ界の変化を時機適切に

捉え、利用者を含めた市民サービスの向上のため、人材育成をはじめとした研修

や調査、研究事業を通じて、今以上の更なる改善意識を持って行動すること。 

イ 公益財団法人宝塚市スポーツ振興公社が基幹施設の指定管理者であり、宝塚市

のスポーツ振興を職員全員が担っていくという意識をもって、市民や利用者の満

足度を高める取り組みを、引き続き続けること。 



 

ウ 公益財団法人であることを踏まえ、収益事業の拡充を行い、収益金を維持管理

や市民サービス向上に充てる循環形態の構築を目指すこと。 

 

（２）公益財団法人宝塚市スポーツ振興公社 

（宝塚市立高司グラウンド並びに宝塚市立売布北グラウンド） 

ア 現在の指定管理者の良いところを継承したうえで、更なる施設の魅力と利用率

を高めるような運営管理をすること。 

イ 利用者のニーズ及び、地域のニーズを把握することで自主事業を充実させ、ス

ポーツを通じて、あらゆる市民サービスの向上に結びつけること。 

ウ 公益財団法人であることを踏まえ、収益事業の拡充を行い、収益金を維持管理

や市民サービス向上に充てる循環形態の構築を目指すこと。 

 

（３）国際ライフパートナー株式会社（宝塚市立花屋敷グラウンド） 

 ア 現状維持で満足せず、管理する施設の特色を活かしたサービスの拡充や新しい

チャレンジングなスポーツ事業を検討すること。 

 イ 大会利用者と一般利用者との円滑な施設利用について、更なる取り組みを期待

する。 

ウ 事業収益を活かし、市民サービスや施設の維持向上に結び付けること。 

 














